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■ 新技術の概要
本技術は非接触で心拍を正確に判定し、これらの情報を用いるだけで睡眠の 5段
階判定を 90％以上の確率で判定する。これまでは最大でも 4段階までしか行われ
ておらず、その精度も 70％程度であった。我々は厳密な信号解析により世界初技
術を可能にした。

　
■ 従来技術・競合技術との比較
従来 5段階判定をするためには入院を伴う PSG検査が必要であった。また、心
拍を用いる方法も存在するが、4段階判定にとどまり、その精度は70％に満たない。
5段階と 4段階の違いはN1とN2の分類ができることであり、これを行うことが
できることで心疾患の予兆などを検出可能である。

　
■ 新技術の特徴
•非接触睡眠段階判定
•精度の良い 5段階睡眠段階判定

　
■ 想定される用途
病気の予兆取得
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